
Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

　下田西野宮神社にて下田、東下田、加勢の氏子総代の
主催による「下田西野宮神社夏祭り」が行われました。
このお祭りは100年以上続いている農耕神事であり、コ
ロナ禍や熊本地震の影響により中止になっていましたが、
今回6年ぶりに開催されました。
　当日は、雨のため神輿行列は行われませんでしたが、
焼きそばやくじ引きなどの出店もあり多くの人が楽しま
れていました。
　下田区長は当日のようすについて「雨にもかかわらず、
多くの子どもたちがきてくれた。祭りを楽しみにしてく
れていると感じた」と述べられていました。

　姉妹町村連携をしている長崎県新上五島町と本村の子
ども会の合同キャンプが行われました。この合同キャン
プは、隔年ごとにお互いの町村を訪問してキャンプを
行っているもので、今回は新上五島町で行われました。
村内からは35人の小学生が参加し、新上五島町の小中
学生15人と海水浴やシーカヤック、魚釣りといった体
験活動を通じて交流を行いました。
　また、当日は県立高森高等学校の生徒がボランティア
として参加し、子どもたちの活動を支援いただきました。
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新上五島町と
合同キャンプ

　B&G海洋センタープールにおいて水辺の安全教室が
開催されました。この教室は海や川などでの楽しい遊び
が悲しい事故につながらないように、ライフジャケット
の重要性や、自分の命は自分で守る「セルフレスキュー」
について学ぶために実施されています。その後、カヌー
やSUP（スタンドアップパドルボード）などを浮かべて
体験を行い、夏休みの素敵な思い出を作っていました。
　来年も開催予定ですので、たくさんの参加者をお待ち
しております。
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B&G水辺の安全教室
～プールdeカヌー体験～

　保健センター前駐車場にて、第30回阿蘇郡消防操法
大会が開催されました。本大会は新型コロナなどの影響
で6年ぶりに実施されています。
　大会には郡内6町村から9チームが出場し、本村から
は6月2日に行われた村大会で好成績を収めた、第3分
団と第5分団が代表として出場。両分団とも入賞は逃し
ましたが、日頃の訓練を発揮し機敏な動きを見せていま
した。

第30回阿蘇郡
消防操法大会開催
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　熊本市東消防署にて、南阿蘇中学校の秦梓先生とご主
人の浩さんへ人命救助の感謝状が贈呈されました。
　消防によるとお二人が東消防署管轄内の店舗駐車場に
て心肺停止状態の男性を発見し、救命処置を行った後、
救急車で搬送されたとのこと。その後、男性は一命をと
りとめ、現在は社会復帰されたということです。通報の
際には「Live119」という映像で現場の状況を救急隊に伝え、
指示を受けられるサービスを活用し処置を行われました。
　当時のことについて秦先生は「はっきりと指示しても
らったので心強かった。迷いなく処置ができた」と話さ
れていました。
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　LOOPみなみあそにて第3回南阿蘇学講座が開催され
ました。今回の講座では、長野地区の出身の長野浩典さ
んを講師にお招きし、幕末～明治75年間の村の動向を
記した「長野内匠日記」をもとに、西南戦争下の南阿蘇
の状況を詳しく説明されました。
　長く高校の教員をされていた長野先生のお話はとても
楽しくてわかりやすく、参加者の皆さんからは「大変勉
強になった」と好評でした。
　次回は9月18日（水）に開催予定です。

「西南戦争と南阿蘇」について
学びました
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　熊本地震震災ミュージアムKIOKUにて、開館1年イベ
ント「熊本地震の記憶を語り継ぐ」が開催されました。今
回のイベントは開館1年の節目に改めて熊本地震の記憶・
経験・教訓を確実に後世に伝承し、防災・減災への対応力
の強化を図るために行われています。
　10日に行われた座談会では、KIOKUの統括ディレク
ターである久保尭之さん（下野）をファシリテーターとし
て、橋本艶子さん（黒川）、広瀬顕美さん（乙ヶ瀬）、野木

和行さん（乙ヶ瀬）の3人の語り部ガイドが震災体験など
を通して話されました。
　また、普段は一般入場できない震災遺構の村アプリ「み
なみあそポケット」を使ったAR体験も行われました。
　防災士の柳原志保さんによる2日間のワークショップや、
11日にはNHKアナウンサーの山口勝さんと熊本大学の
竹内裕希子教授による基調講演、芝生広場でのマルシェ
などのイベントが行われ、多くの人で賑わいました。
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